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ふくしま心のケアセンター相談等の件数報告

概要
当センターは、国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所災害

時こころの情報支援センター（現：ストレス・災害時こころの情報支援センター）が運用
していた災害精神保健医療情報支援システム（Disaster mental health information support 
system：DMHISS）を用いて活動データの集積を行ってきた。

2018年 3 月31日をもってDMHISSが終了したことから、DMHISSの入力補助のために作成
し活用していたシステムを発展させた当センター独自の新しい活動記録システム（以下、
Fsystem）を2018年 4 月 1 日より導入することとなった。

以下に、Fsystemを用いて集計した2022年度の個別相談支援等の実績を報告する。

1．個別支援

1）相談支援
個別支援件数は、県北方部センターが961件（16.4％）、県中・県南方部センターが1,027

件（17.6％）、会津出張所が333件（5.7％）、相馬方部センターが1,918件（32.8％）、いわき
方部センターが752件（12.9％）、ふたば出張所が432件（7.4％）、ふくここライン（基幹セ
ンター）が424件（7.3％）、当センター全体で5,847件だった（表 1 ）。

表 1　個別支援　延べ件数　　　　　　　　　　　　　　　 表 2　個別支援　新規件数
方部・出張所 延べ件数 方部・出張所 新規件数
県北方部センター 961 県北方部センター 9

県中・県南方部センター 1,027 県中・県南方部センター 9
会津出張所 333 会津出張所 1

相馬方部センター 1,918 相馬方部センター 30
いわき方部センター 752 いわき方部センター 6
ふたば出張所 432 ふたば出張所 13

ふくここライン（基幹センター） 424 ふくここライン（基幹センター） 86
計 5,847 計 154

また、2022年度の個別支援新規件数は、県北方部センターが 9 件（5.8％）、県中・県
南方部センターが 9 件（5.8％）、会津出張所が 1 件（0.6％）、相馬方部センターが30件
（19.5％）、いわき方部センターが 6 件（3.9％）、ふたば出張所が13件（8.4％）、ふくここラ
イン（基幹センター）が86件（55.8％）、当センター全体で154件だった（表 2 ）。

2）個別支援件数（市町村別）
支援対象者の震災前居住地を件数の多い順に示したものが表 3 である。方部・出張所

ごとに件数が最も多かったのは、県北方部センターが浪江町（506件）、県中・県南方部
センターが大熊町（570件）、会津出張所が大熊町（159件）、相馬方部センターが南相馬市
（1,516件）、いわき方部センターが浪江町（223件）、ふたば出張所が広野町（128件）、ふ
くここライン（基幹センター）が不明（108件）だった。
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表3　個別支援件数（市町村別）
1 2 3

県北方部センター 浪江町 飯舘村 二本松市
（506） （297） （53）

県中・県南方部センター 大熊町 富岡町 南相馬市
（570） （161） （87）

会津出張所 大熊町 会津若松市 南相馬市
（159） （118） （56）

相馬方部センター 南相馬市 浪江町 飯舘村
（1,516） （197） （87）

いわき方部センター 浪江町 大熊町 いわき市
（223） （153） （146）

ふたば出張所 広野町 富岡町 楢葉町
（128） （123） （94）

ふくここライン（基幹センター） 不明 棚倉町・浪江町
（108） （69）

3）相談対象者の震災前居住地
県北地域が124件（2.1％）、県中地域が

63件（1.1％）、県南地域が69件（1.2％）、
会津地域が118件（2.0％）、相馬地域が2,170 
件（37.1％）、双葉地域が3,003件（51.4％）、
いわき市が190件（3.2％）、県外が 0 件（0.0％）、
不明が110件（1.9％）だった（図 1 ）。

4）相談対象者の性別
女 性 が2,974件（50.9 ％）、 男 性 が2,872件

（49.1％）、不明 1 件（0.0％）だった（図 2 ）。
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図1　震災前居住地別

図2　性別
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5）相談対象者の年代
0 ～ 9 歳が 5 件（0.1％）、10代が157件（2.7％）、

20代が635件（10.9％）、30代が711件（12.2％）、
40代が985件（16.8％）、50代が944件（16.1％）、
60代が760件（13.0％）、70代以上が1,164件
（19.9％）、不明が486件（8.3％）だった（図 3 ）。

6）相談方法
訪問が1,973件（33.7％）、来所が705件（12.1％）、電話が2,839件（48.6％）、集団活動内で

の相談が10件（0.2％）、ケース会議が163件（2.8％）、その他が157件（2.7％）だった（図 4 、
表 4 ）。

相談方法は、2018年度から電話が最多となり、次いで訪問、来所となっている。
　

図 4　相談方法（件数）

表 4　相談方法（件数と割合）

県　北 県中・県南 会　津 相　馬 いわき ふたば ふくここラ
イン（基幹） 計

訪問 369 331 49 801 251 172 0 1,973
（38.4%） （32.2%） （14.7%） （41.8%） （33.4%） （39.8%） 0.0%） （33.7%）

来所 41 46 17 377 63 161 0 705
（4.3%） （4.5%） （5.1%） （19.7%） （8.4%） （37.3%） 0.0%） （12.1%）

電話 516 585 241 586 427 60 424 2,839
（53.7%） （57.0%） （72.4%） （30.6%） （56.8%） （13.9%）（100.0%） （48.6%）

集団活動内
での相談

3 4 0 0 0 3 0 10
（0.3%） （0.4%） 0.0%） 0.0%） 0.0%） （0.7%） 0.0%） （0.2%）

ケース
会議

30 9 10 91 5 18 0 163
（3.1%） （0.9%） （3.0%） （4.7%） （0.7%） （4.2%） 0.0%） （2.8%）

その他 2 52 16 63 6 18 0 157
（0.2%） （5.1%） （4.8%） （3.3%） （0.8%） （4.2%） 0.0%） （2.7%）

計 961 1,027 333 1,918 752 432 424 5,847
（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）

20代
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図 3　年代別
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7）相談場所
自宅が2,357件（40.3％）、復興・災害公営住宅が917件（15.7％）、相談拠点が1,727件

（29.5％）、その他が846件（14.5％）だった（図 5 、表 5 ）。

図 5　相談場所（件数）

表 5　相談場所（件数と割合）

県　北 県中・県南 会　津 相　馬 いわき ふたば ふくここラ
イン（基幹） 計

自宅 331 383 156 644 342 174 327 2,357
（34.4%) （37.3%) （46.8%) （33.6%) （45.5%) （40.3%) （77.1%) （40.3%)

復興・災害
公営住宅

155 299 90 159 177 25 12 917
（16.1%) （29.1%) （27.0%） （8.3%) （23.5%) （5.8%) （2.8%) （15.7%)

相談拠点 245 209 68 859 138 208 0 1,727
（25.5%) （20.4%) （20.4%) （44.8%) （18.4%) （48.1%) （0.0%） （29.5%)

その他 230 136 19 256 95 25 85 846
（23.9%) （13.2%) （5.7%) （13.3%) （12.6%) （5.8%) （20.0%） （14.5%)

計 961 1,027 333 1,918 752 432 424 5,847
（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）（100.0%）
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8）相談背景（支援者評価）
健康上の問題が4,147件（70.9％）、

家族・家庭問題が3,176件（54.3％）、
居住環境の変化が2,572件（44.0％）、
人間関係が1,779件（30.4％）、失業・
就労問題が1,546件（26.4 ％）、教
育・育児・転校が711件（12.2％）、
近親者喪失が594件（10.2％）、経
済生活再建問題が535件（9.1％）、
不明が121件（2.1％）、放射能が86
件（1.5％）、その他が346件（5.9％）
だった（図6）。

　

9）症状の有無とその内訳（支援者評価）
症状ありは3,938件（67.4％）、症状なしが1,014件（17.3％）、症状不明が895件（15.3％）

であった（図 7）。
症状あり3,938件の症状の内訳（複数選択）は、気分・情動に関する症状が2,712件（68.9％）、

身体症状が1,556件（39.5％）、睡眠の問題が959件（24.4％）、不安症状が764件（19.4％）、
行動上の問題が513件（13.0％）、飲酒の問題が468件（11.9％）、幻覚・妄想症状が424件
（10.8％）、てんかん・けいれん発作が15件（0.4％）、強迫症状が14件（0.4％）、小児に特有
の症状が 3件（0.1％）、解離・転換症状が 1件（0.0％）、意識障がいが 0件（0.0％）、その
他の症状が98件（2.5％）だった（図 8）。

図7　症状の有無　　　　　　　　　　　　　図8　症状内訳（件数と割合）＊複数選択
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）パーセンテージの母数は症状ありの3,938件である

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000
その他
放射能
不明

経済生活再建問題
近親者喪失

教育・育児・転校
失業・就労問題

人間関係
居住環境の変化
家族・家庭問題
健康上の問題 4,147（70.9）

3,176（54.3）
2,572（44.0）

1,779（30.4）
1,546（26.4）

711（12.2）
594（10.2）
535（9.1）

121（2.1）
86（1.5）
346（5.9）

0 1,000 2,000 3,000
その他の症状
意識障がい

解離・転換症状
小児に特有の症状

強迫症状
てんかん・けいれん発作

幻覚・妄想症状
飲酒の問題

行動上の問題
不安症状

睡眠の問題
身体症状

気分・情動に関する症状 2,712
（68.9）

1,556（39.5）
959（24.4）

764（19.4）
513（13.0）
468（11.9）
424（10.8）

14（0.4）
3（0.1）

15（0.4）

1（0.0）

98（2.5）
0（0.0）

図6　相談背景（件数と割合）＊複数選択
　注）パーセンテージの母数は延べ相談件数の5,847件である

症状あり
3,938
（67.4）

のべ数（％）

症状なし
1,014
（17.3）

症状不明
895

（15.3）

n=5,847

相談等の件数報告

67

02_相談等の件数報告.indd   6702_相談等の件数報告.indd   67 2024/02/06   9:032024/02/06   9:03



主な症状（気分・情動に関する症状、身体症状、不安症状、睡眠の問題、行動上の問
題）について内訳をグラフ化した（図 9 ～13）。

　　　　図 9　気分・情動に関する症状の内訳（n=2,696）  　　　図 10　身体症状の内訳（n=1,533）
       　　　　　 　　　　　　　　               　　　　　　　

　　　　図 11　不安症状の内訳（n=764）　　　　　　　　　　　図 12　睡眠の問題の内訳（n=959）
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　　　　図 13　行動上の問題の内訳（n=513）

2．住民支援
サロン活動、交流会などの集団活動が168件（参加者1,122名）、支援対象者が参加したケー

ス会議が32件だった。

3．支援者支援
支援対象は、学校・幼稚園・保育園の児童生徒に関する対応が 1 件、一般事業所・企業

が 4 件、地方公共団体・警察・学校・医療機関・福祉施設・国の出先機関が313件、その他
が28件だった。支援内容は、支援に関する指導・相談が27件、ケース会議（対象者欠席）が
233件、健診支援が 2 件、その他が68件だった（表 6 ）。その他には、支援者自身のメンタル
ヘルスケアを目的とした集団活動、講演会・研修会等や、関係機関が実施するアルコール家
族教室、事例検討会等の事業に対する協力が含まれている。

表 6　支援者支援

支
援
対
象
別

学校・幼稚園・保育園の児童生徒に関する対応 1
一般事業所・企業 4
地方公共団体・警察・学校・医療機関・福祉施設・国の出先機関 313
その他 28

支
援
内
容
別

支援に関する指導・相談 27
ケース会議（対象者欠席） 233
健診支援 2
その他 68

4．普及・啓発
講演会が 3 件（参加者155名）、普及啓発教材配布が21件、報道機関対応が16件、ホーム

ページ管理・更新・情報提供が37件だった。

5．人材育成・研修
専門家向け講演・研修会が36件（参加者650名）、一般向け講演会・研修会が24件（参加者

544名）、事例検討会が 5 件（参加者23名）、その他31件だった。
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ふくしま心のケアセンター
被災者相談ダイヤル
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ふくしま心のケアセンター被災者相談ダイヤル
「ふくここライン」の件数報告

概要
被災者相談ダイヤル「ふくここライン」（以下、「ふくここライン」）は、当センター基幹

センター内に専用回線を設置し、2012年11月19日から電話相談を開始した。ふくここライン
は、土日祝日、年末年始を除く月～金曜日の 9：00～12：00、13：00～17：00の受付で、基
幹センターの専門員および電話相談員が交代で電話相談に対応している。さらに、2020年 2
月 1 日よりフリーダイヤル（0120-783-295）化し、窓口を広げた。
ここでは2022年度にふくここラインで受けた電話相談の実績について報告する。以下の数

値はすべて延べ件数である。

1．相談件数
2022年度の相談件数は424件、そのうち新規相談が87件（20.5％）、再相談は337件（79.5％）

であった。2021年度と比較すると、相談件数は全体で27.3％、新規相談は8.8％、再相談は
33.2％増加し、再相談の増加が顕著であった。2013年度から2022年度までの相談件数の推移
のグラフを以下に示した（図 1）。

図1　2013年度～ 2022年度　相談件数推移

2．相談者の性別
男性206件（48.6％）、女性217件（51.2％）、不明 1

件（0.2％）であった（図 2）。
2022年度は女性からの相談が男性をわずかに上回っ

ていたものの性別による大きな差はなかった。
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3．相談者の年代
20代が67件（15.8％）、30代が70件

（16.5％）、40代が67件（15.8％）、50代
が96件（22.6％）、60代が30件（7.1％）、
70代以上が16件（3.8％）、不明が78件
（18.4％）で、10歳未満と10代は 0件
（0.0％）であった（図 3）。
不明を除くと、50代が最も多く、

次いで30代と続いた。

4．相談者と対象者の関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2022年度は、本人からの相談が

すべてであった（図 4）。

5．相談経路
多い順より、当センターホー

ムページが121件（28.5％）、広
告・広報が114件（26.9％）、不
明が78件（18.4％）、その他が49
件（11.6％）、市保健所が46件
（10.8％）、県保健福祉事務所
が 8件（1.9％）、その他機関が
7件（1.7％）、医療機関が 1件
（0.2％）であった。市町村、警
察、教育機関、方部・出張所は
0件（0.0％）であった（図 5）。
当センターホームページと広

告・広報を合わせて約 6割を占
めていた。
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6．相談者の居住地
現在の居住地は、県北地域60件（14.2％）、県中地域が60件（14.2％）、県南地域が49件 

（11.6％）、相双地域が61件（14.4％）、いわき市が53件（12.5％）、会津地域が 0 件（0.0％）、
県外が32件（7.5％）、不明は109件（25.7％）であった。

震災前の居住地は、県北地域が30件（7.1％）、県中地域が21件（5.0％）、県南地域が43件
（10.1％）、相双地域が151件（35.6％）、いわき市が 9 件（2.1％）、会津地域が 0 件（0.0％）、
県外が 2 件（0.5％）、不明は168件（39.6％）であった（図 6 ）。

図6　相談者の居住地

7．相談内容
体の不調に関することが 9 件（2.1％）、

震災・原発被害に関する喪失・ストレ
スが12件（2.8％）、避難生活に関するこ
とが19件（4.5％）、将来不安・生活不安
が32件（7.5％）、既存症・元来の病気 6
件（1.4％）、その他が346件（81.6％）で
あった（図 7 ）。

相談内容としてはその他が最も多く、
特に、精神的不調（震災・原発被害に関
する喪失・ストレスを除く）、家族関係
や人間関係に関するもの、コロナ禍に関
する不安等があった。
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8．相談時間
30分以下が302件（71.2％）、31分から60分が103

件（24.3％）、61分以上が19件（4.5％）であった
（図 8）。
30分以下の相談が全体の 7割以上を占めてい

た。

9．相談対応
傾聴が321件（75.7％）、助言が51件（12.0％）、

他機関相談勧奨が20件（4.7％）、受診勧奨が
2件（0.5％）、情報提供が 7件（1.7％）、主治
医への相談勧奨が 0件（0.0％）、その他が23件
（5.4％）であった（図 9）。
傾聴が 7割を超えていた。その他の対応の

中には、方部センター・出張所へ繋いだもの
や希死念慮の訴えに対する緊急対応等が含ま
れていた。

10．まとめ
2022年度の相談延べ件数は、開設以来最も多かった2021年度を91件上回った。要因とし

て、複数の頻回相談者がいたことがあげられる。県内居住者については、必要に応じて個別
的な支援として関わることができる各方部センター・出張所に繋いでいる。
今後も、県内外で避難生活が長期におよび度重なる転居の影響や住み替えに関する葛藤等

ストレスを抱え続ける被災者、帰還はしたものの震災前とは異なる生活により喪失感を抱え
ている被災者に寄り添った対応を継続していく。また、希死念慮を訴える相談がみられるこ
とから、研修受講や関係機関から助言を受ける等により相談対応の質の向上を図っていきた
い。
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3） 地域におけるアルコール関連問題における医療機関との連携の話し合い 

4） 当事者同行による講義等 

5） 日本電波ニュース社記録映画取材撮影協力 
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11．．アアルルココーールル・・ププロロジジェェククトト概概要要  

 ふくしま心のケアセンター「アルコール・プロジェクト」は、福島県より委託された被災

者の心のケア事業の一環として「地域アルコール対応力強化事業」を実施するために、平成

26 年 4 月に発足した。 

 

11）） 地地域域アアルルココーールル対対応応力力強強化化事事業業目目的的  

東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故による環境の変化や見通しが立たない避

難生活等は、多くの県民に多種多様なストレス症状を引き起こしており、うつ傾向の割

合の増加が見られている。また、訪問支援等を行っている支援者からは、飲酒問題が関係

する相談や支援の難しさが報告されている。 

このような背景から、地域の中でアルコール関連問題への取り組みを強化することを

目的に、ふくしま心のケアセンター内にプロジェクトチームを設置し活動を行っている。

プロジェクトチームでは、地域支援者の人材育成を通して、地域のアルコール関連問題

への対応力強化を図るとともに、被災者への支援及び普及啓発を展開する。 

 

22）） 令令和和 44 年年度度活活動動方方針針  

一次予防を中心に、二次・三次予防も念頭に置きながら事業を進める。研修会は引き

続き節酒支援をテーマに、事例検討を交えながら実施し、支援者の理解と対応力を深め

る。その他、保健所等が実施するアルコール家族教室への協力、被災地の健康イベント

等における啓発活動、自助グループ等の関係機関・団体と連携した活動を実施する。 

 

33）） アアルルココーールル・・ププロロジジェェククトトメメンンババーー  

〇事務局 ※オブザーバー 

前田正治（ふくしま心のケアセンター副所長・福島県立医科大学災害こころの医学講座  

主任教授） 

佐藤彩（ふくしま心のケアセンター県北方部センター 専門員） 

近嵐舞美（ふくしま心のケアセンター県中・県南方部センター 専門員） 

壁谷真里奈（ふくしま心のケアセンター県中・県南方部センター 専門員） 

米倉一磨（ふくしま心のケアセンター相馬方部センター センター長） 

工藤慎吾（ふくしま心のケアセンター相馬方部センター 専門員） 

小野るみ（ふくしま心のケアセンターいわき方部センター 専門員） 

森友季子（ふくしま心のケアセンターいわき方部センター 専門員） 

大竹貴子（ふくしま心のケアセンター会津出張所 主任専門員） 

泉真実子（ふくしま心のケアセンター基幹センター 事務員） 

○黒田裕子（ふくしま心のケアセンター基幹センター 副部長） 

○菅野寿洋（ふくしま心のケアセンター基幹センター 主任専門員） 

○田崎美和（ふくしま心のケアセンター基幹センター 主任専門員） 

○笹山仁子（ふくしま心のケアセンター基幹センター 専門員） 

○木原英里子（ふくしま心のケアセンター業務部兼ふたば出張所 専門員） 

※石堂正章（福島県保健福祉部障がい福祉課 保健技師） 

※橘いづみ（福島県精神保健福祉センター 保健技師） 
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3） 地域におけるアルコール関連問題における医療機関との連携の話し合い 

4） 当事者同行による講義等 

5） 日本電波ニュース社記録映画取材撮影協力 

 

8．課題と展望・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・90 

 

資料１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・91 

 

資料２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・95 

 
 

11．．アアルルココーールル・・ププロロジジェェククトト概概要要  

 ふくしま心のケアセンター「アルコール・プロジェクト」は、福島県より委託された被災

者の心のケア事業の一環として「地域アルコール対応力強化事業」を実施するために、平成

26 年 4 月に発足した。 

 

11）） 地地域域アアルルココーールル対対応応力力強強化化事事業業目目的的  

東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故による環境の変化や見通しが立たない避

難生活等は、多くの県民に多種多様なストレス症状を引き起こしており、うつ傾向の割

合の増加が見られている。また、訪問支援等を行っている支援者からは、飲酒問題が関係

する相談や支援の難しさが報告されている。 

このような背景から、地域の中でアルコール関連問題への取り組みを強化することを

目的に、ふくしま心のケアセンター内にプロジェクトチームを設置し活動を行っている。

プロジェクトチームでは、地域支援者の人材育成を通して、地域のアルコール関連問題

への対応力強化を図るとともに、被災者への支援及び普及啓発を展開する。 

 

22）） 令令和和 44 年年度度活活動動方方針針  

一次予防を中心に、二次・三次予防も念頭に置きながら事業を進める。研修会は引き

続き節酒支援をテーマに、事例検討を交えながら実施し、支援者の理解と対応力を深め

る。その他、保健所等が実施するアルコール家族教室への協力、被災地の健康イベント

等における啓発活動、自助グループ等の関係機関・団体と連携した活動を実施する。 

 

33）） アアルルココーールル・・ププロロジジェェククトトメメンンババーー  

〇事務局 ※オブザーバー 

前田正治（ふくしま心のケアセンター副所長・福島県立医科大学災害こころの医学講座  

主任教授） 

佐藤彩（ふくしま心のケアセンター県北方部センター 専門員） 

近嵐舞美（ふくしま心のケアセンター県中・県南方部センター 専門員） 

壁谷真里奈（ふくしま心のケアセンター県中・県南方部センター 専門員） 

米倉一磨（ふくしま心のケアセンター相馬方部センター センター長） 

工藤慎吾（ふくしま心のケアセンター相馬方部センター 専門員） 

小野るみ（ふくしま心のケアセンターいわき方部センター 専門員） 

森友季子（ふくしま心のケアセンターいわき方部センター 専門員） 

大竹貴子（ふくしま心のケアセンター会津出張所 主任専門員） 

泉真実子（ふくしま心のケアセンター基幹センター 事務員） 

○黒田裕子（ふくしま心のケアセンター基幹センター 副部長） 

○菅野寿洋（ふくしま心のケアセンター基幹センター 主任専門員） 

○田崎美和（ふくしま心のケアセンター基幹センター 主任専門員） 

○笹山仁子（ふくしま心のケアセンター基幹センター 専門員） 

○木原英里子（ふくしま心のケアセンター業務部兼ふたば出張所 専門員） 

※石堂正章（福島県保健福祉部障がい福祉課 保健技師） 

※橘いづみ（福島県精神保健福祉センター 保健技師） 

81

02_相談等の件数報告.indd   8102_相談等の件数報告.indd   81 2024/02/01   17:572024/02/01   17:57



 
 

22.. 人人材材育育成成・・研研修修  

  

11）） 令令和和 44 年年度度支支援援関関係係者者向向けけ研研修修会会「「生生活活習習慣慣病病とと節節酒酒（（減減酒酒））指指導導」」  

（（WWEEBB セセミミナナーー型型））のの開開催催  

目 的：住民の関心が高い“健康”や“生活習慣病”とアルコールの関連性に視点を置

き保健指導の一環としての介入方法の基本を学ぶ。また、事例を通して具体的

な節酒支援のスキルを身につけることを目的とする。 

日 時：令和 4 年 9 月 2 日（金）13：30～16：00 

形 式：WEB セミナー（使用システム：Zoom ウェビナー） 

対 象：被災者支援に携わる支援者、医療・保健・福祉従事者、関係機関の職員  

参加者：参加申込者数 114 名、視聴者デバイス数 90 台（スタッフ含む） 

内 容：【報告】「福島県におけるアルコールの現状」 

       ふくしま心のケアセンター副所長 前田 正治 

【講演】「生活習慣病と節酒（減酒）指導」 

       講師 医療法人見松会 あきやま病院 福田 貴博 先生 

主 催：一般社団法人 福島県精神保健福祉協会 ふくしま心のケアセンター  

後 援：福島県、公立大学法人 福島県立医科大学 

 

22）） 相相馬馬地地区区保保護護司司会会研研修修会会  

日 時：令和 4 年 6 月 24 日（金）13：30～15：30 

場 所：南相馬市かしま交流センター 

対 象：相馬地区保護司会会員 

参加者：44 名 

内 容：認知症・アルコール依存症の方が起こすトラブル、家族周囲の対処法 

主 催：相馬地区保護司会 

協 力：相馬方部センター 

 

33）） 南南相相馬馬市市家家族族介介護護教教室室  

日 時：令和 4 年 8 月 31 日（水）13：30～15：00 

場 所：南相馬市健康福祉センターゆらっと 

対 象：南相馬市内の在宅で介護をしている家族、テーマに関心のある方 

参加者：10 名 

内 容：アルコール依存症と家族支援について学ぶ 

主 催：原町東地域包括支援センター 

協 力：相馬方部センター 

 

 

 

 

 

 

 
 

44）） アアルルココーールル関関連連問問題題ににつついいててのの勉勉強強会会  

日 時：令和 5 年 2 月 2 日（木）13：30～16：30 

場 所：南相馬市原町保健センター（一部 Zoom 併用） 

対 象：原町保健センター保健師 

参加者：19 名（スタッフ含む） 

内 容：1．アルコール関連問題に関する事例検討会 

「生命・生活に寄り添う支援と地域の連携～寂しがりのアルコール依存症   

者への支援～」 

2．アルコール関連問題の対象者の特徴と支援内容（意見交換） 

アドバイザー：駒木野病院  田 亮介先生（医師） 

                    宮脇 真一郎先生（看護師） 

                    菊池 達樹先生（看護師） 

主 催：相馬方部センター 

 

33.. 地地域域活活動動へへのの支支援援  

  

11）） 福福島島県県県県中中保保健健福福祉祉事事務務所所アアルルココーールル家家族族教教室室講講師師及及びび教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：県中保健福祉事務所 

対 象：アルコール依存症（あるいはその疑いのある方）の家族 

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

6 月 27 日 
中止  

令和 4 年 

7 月 21 日 
「CRAFT：CRAFT を用いたプログラムについて」 3 名 

令和 4 年 

8 月 18 日 
「CRAFT：状況をはっきりさせよう、安全第一」   3 名 

令和 4 年 

9 月 15 日 
「CRAFT：コミュニケーションを変える」 3 名 

令和 4 年 

10 月 19 日 
「CRAFT：コミュニケーションを変える」 3 名 

令和 4 年 

11 月 17 日 
「CRAFT：望ましい行動を増やす方法」 2 名 

令和 4 年 

12 月 15 日 
「CRAFT：イネイブリングをやめるとは」 2 名 

令和 5 年 

1 月 18 日 
「CRAFT：あなた自身の生活を豊かにする」 3 名 

主 催：県中保健福祉事務所 

講 師：県中・県南方部センター主任専門員、専門員 
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活動資料
アルコール・プロジェクト

 
 

22.. 人人材材育育成成・・研研修修  

  

11）） 令令和和 44 年年度度支支援援関関係係者者向向けけ研研修修会会「「生生活活習習慣慣病病とと節節酒酒（（減減酒酒））指指導導」」  

（（WWEEBB セセミミナナーー型型））のの開開催催  

目 的：住民の関心が高い“健康”や“生活習慣病”とアルコールの関連性に視点を置

き保健指導の一環としての介入方法の基本を学ぶ。また、事例を通して具体的

な節酒支援のスキルを身につけることを目的とする。 

日 時：令和 4 年 9 月 2 日（金）13：30～16：00 

形 式：WEB セミナー（使用システム：Zoom ウェビナー） 

対 象：被災者支援に携わる支援者、医療・保健・福祉従事者、関係機関の職員  

参加者：参加申込者数 114 名、視聴者デバイス数 90 台（スタッフ含む） 

内 容：【報告】「福島県におけるアルコールの現状」 

       ふくしま心のケアセンター副所長 前田 正治 

【講演】「生活習慣病と節酒（減酒）指導」 

       講師 医療法人見松会 あきやま病院 福田 貴博 先生 

主 催：一般社団法人 福島県精神保健福祉協会 ふくしま心のケアセンター  

後 援：福島県、公立大学法人 福島県立医科大学 

 

22）） 相相馬馬地地区区保保護護司司会会研研修修会会  

日 時：令和 4 年 6 月 24 日（金）13：30～15：30 

場 所：南相馬市かしま交流センター 

対 象：相馬地区保護司会会員 

参加者：44 名 

内 容：認知症・アルコール依存症の方が起こすトラブル、家族周囲の対処法 

主 催：相馬地区保護司会 

協 力：相馬方部センター 

 

33）） 南南相相馬馬市市家家族族介介護護教教室室  

日 時：令和 4 年 8 月 31 日（水）13：30～15：00 

場 所：南相馬市健康福祉センターゆらっと 

対 象：南相馬市内の在宅で介護をしている家族、テーマに関心のある方 

参加者：10 名 

内 容：アルコール依存症と家族支援について学ぶ 

主 催：原町東地域包括支援センター 

協 力：相馬方部センター 

 

 

 

 

 

 

 
 

44）） アアルルココーールル関関連連問問題題ににつついいててのの勉勉強強会会  

日 時：令和 5 年 2 月 2 日（木）13：30～16：30 

場 所：南相馬市原町保健センター（一部 Zoom 併用） 

対 象：原町保健センター保健師 

参加者：19 名（スタッフ含む） 

内 容：1．アルコール関連問題に関する事例検討会 

「生命・生活に寄り添う支援と地域の連携～寂しがりのアルコール依存症   

者への支援～」 

2．アルコール関連問題の対象者の特徴と支援内容（意見交換） 

アドバイザー：駒木野病院  田 亮介先生（医師） 

                    宮脇 真一郎先生（看護師） 

                    菊池 達樹先生（看護師） 

主 催：相馬方部センター 

 

33.. 地地域域活活動動へへのの支支援援  

  

11）） 福福島島県県県県中中保保健健福福祉祉事事務務所所アアルルココーールル家家族族教教室室講講師師及及びび教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：県中保健福祉事務所 

対 象：アルコール依存症（あるいはその疑いのある方）の家族 

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

6 月 27 日 
中止  

令和 4 年 

7 月 21 日 
「CRAFT：CRAFT を用いたプログラムについて」 3 名 

令和 4 年 

8 月 18 日 
「CRAFT：状況をはっきりさせよう、安全第一」   3 名 

令和 4 年 

9 月 15 日 
「CRAFT：コミュニケーションを変える」 3 名 

令和 4 年 

10 月 19 日 
「CRAFT：コミュニケーションを変える」 3 名 

令和 4 年 

11 月 17 日 
「CRAFT：望ましい行動を増やす方法」 2 名 

令和 4 年 

12 月 15 日 
「CRAFT：イネイブリングをやめるとは」 2 名 

令和 5 年 

1 月 18 日 
「CRAFT：あなた自身の生活を豊かにする」 3 名 

主 催：県中保健福祉事務所 

講 師：県中・県南方部センター主任専門員、専門員 
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22）） 福福島島県県県県南南保保健健福福祉祉事事務務所所アアルルココーールル家家族族教教室室講講師師及及びび教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：県南保健福祉事務所 

対 象：県南地域に居住し、アルコール関連問題を抱えている方の家族 

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

7 月 29 日 
「CRAFT：安全の確保（暴力への対策）」 3 名 

令和 4 年 

8 月 19 日 

「CRAFT：コミュニケーションを変える」 

「CRAFT：望ましい行動を増やす方法」 
3 名 

令和 4 年 

10 月 21 日 
「CRAFT：イネイブリングをやめる」 1 名 

令和 4 年 

11 月 18 日 
AA 白河体験発表 2 名 

令和 4 年 

12 月 16 日 

「CRAFT：あなた自身の生活を豊かにする」 

「CRAFT：治療を勧める」 
3 名 

主 催：県南保健福祉事務所 

講 師：県中・県南方部センター専門員、ふたば出張所課長 

 

33）） 郡郡山山市市保保健健所所アアルルココーールル・・ギギャャンンブブルル等等家家族族相相談談教教室室運運営営ササポポーートト、、アアドドババイイザザーー  

場 所：郡山市保健所 

対 象：アルコール・ギャンブル等に関する悩みを抱えるご家族  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

7 月 27 日 
中止  

令和 4 年 

8 月 24 日 
中止  

令和 4 年 

10 月 26 日 
「CRAFT：どんな問題か明確にしましょう」 6 名 

令和 4 年 

11 月 30 日 
「CRAFT：暴力と安全第一とは」 5 名 

令和 4 年 

12 月 21 日 
「CRAFT：より良いコミュニケーション」 3 名 

令和 5 年 

1 月 25 日 
中止  

令和 5 年 

2 月 22 日 
「CRAFT：上手くいかないことを中止しましょう」 5 名 

令和 5 年 

3 月 22 日 

「CRAFT：望ましいことを増やしましょう」 

「CRAFT：家族自身の生活をより良くするために」 
5 名 

主 催：郡山市保健所 

教室運営サポート、アドバイザー：県中・県南方部センター主任専門員、専門員、 

アルコール・プロジェクトメンバー 

 
 

44）） いいわわきき市市アアルルココーールル家家族族教教室室（（カカモモミミーールルのの会会））講講師師及及びび教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：いわき市総合保健福祉センター 

対 象：アルコール関連の問題を抱える方の家族  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

6 月 17 日 
「CRAFT：CRAFT を用いたプログラムについて」 2 名 

令和 4 年 

7 月 15 日 
「CRAFT：どんな問題か明確にしましょう」 2 名 

令和 4 年 

8 月 5 日 
「CRAFT：暴力と安全第一とは」 1 名 

令和 4 年 

9 月 16 日 
「CRAFT：より良いコミュニケーションについて」 2 名 

令和 4 年 

10 月 21 日 
「CRAFT：上手くいかないことを中止しましょう」 2 名 

令和 4 年 

11 月 18 日 
「CRAFT：望ましい行動を増やしましょう」 1 名 

令和 4 年 

12 月 16 日 
「CRAFT：家族自身の生活をより良くするために」 1 名 

令和 5 年 

1 月 20 日 
「CRAFT：治療を勧めてみましょう」 1 名 

主 催：いわき市保健所 

講 師：いわき方部センター方部課長、専門員、アルコール・プロジェクトメンバー 

  

55）） 福福島島県県相相双双保保健健福福祉祉事事務務所所アアルルココーールル家家族族教教室室講講師師及及びび教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：ふくしま心のケアセンター ふたば出張所 

対 象：アルコールの関連問題を抱えているご家族 

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

7 月 26 日 
「アルコール依存症とは」 3 名 

令和 4 年 

9 月 28 日 

講話「家族の対応について」 

講師 寿泉堂松南病院 下山裕子先生 臨床心理士 

家族相談・交流 

1 名 

令和 4 年 

11 月 22 日 
「CRAFT：状況をはっきりさせる、安全第一」 2 名 

令和 5 年 

1 月 24 日 
「CRAFT：コミュニケーションを変える」 2 名 

主 催：相双保健福祉事務所 

教室運営サポート、講師：ふたば出張所主任専門員、アルコール・プロジェクトメン

バー 
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活動資料
アルコール・プロジェクト

 
 

22）） 福福島島県県県県南南保保健健福福祉祉事事務務所所アアルルココーールル家家族族教教室室講講師師及及びび教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：県南保健福祉事務所 

対 象：県南地域に居住し、アルコール関連問題を抱えている方の家族 

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

7 月 29 日 
「CRAFT：安全の確保（暴力への対策）」 3 名 

令和 4 年 

8 月 19 日 

「CRAFT：コミュニケーションを変える」 

「CRAFT：望ましい行動を増やす方法」 
3 名 

令和 4 年 

10 月 21 日 
「CRAFT：イネイブリングをやめる」 1 名 

令和 4 年 

11 月 18 日 
AA 白河体験発表 2 名 

令和 4 年 

12 月 16 日 

「CRAFT：あなた自身の生活を豊かにする」 

「CRAFT：治療を勧める」 
3 名 

主 催：県南保健福祉事務所 

講 師：県中・県南方部センター専門員、ふたば出張所課長 

 

33）） 郡郡山山市市保保健健所所アアルルココーールル・・ギギャャンンブブルル等等家家族族相相談談教教室室運運営営ササポポーートト、、アアドドババイイザザーー  

場 所：郡山市保健所 

対 象：アルコール・ギャンブル等に関する悩みを抱えるご家族  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

7 月 27 日 
中止  

令和 4 年 

8 月 24 日 
中止  

令和 4 年 

10 月 26 日 
「CRAFT：どんな問題か明確にしましょう」 6 名 

令和 4 年 

11 月 30 日 
「CRAFT：暴力と安全第一とは」 5 名 

令和 4 年 

12 月 21 日 
「CRAFT：より良いコミュニケーション」 3 名 

令和 5 年 

1 月 25 日 
中止  

令和 5 年 

2 月 22 日 
「CRAFT：上手くいかないことを中止しましょう」 5 名 

令和 5 年 

3 月 22 日 

「CRAFT：望ましいことを増やしましょう」 

「CRAFT：家族自身の生活をより良くするために」 
5 名 

主 催：郡山市保健所 

教室運営サポート、アドバイザー：県中・県南方部センター主任専門員、専門員、 

アルコール・プロジェクトメンバー 

 
 

44）） いいわわきき市市アアルルココーールル家家族族教教室室（（カカモモミミーールルのの会会））講講師師及及びび教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：いわき市総合保健福祉センター 

対 象：アルコール関連の問題を抱える方の家族  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

6 月 17 日 
「CRAFT：CRAFT を用いたプログラムについて」 2 名 

令和 4 年 

7 月 15 日 
「CRAFT：どんな問題か明確にしましょう」 2 名 

令和 4 年 

8 月 5 日 
「CRAFT：暴力と安全第一とは」 1 名 

令和 4 年 

9 月 16 日 
「CRAFT：より良いコミュニケーションについて」 2 名 

令和 4 年 

10 月 21 日 
「CRAFT：上手くいかないことを中止しましょう」 2 名 

令和 4 年 

11 月 18 日 
「CRAFT：望ましい行動を増やしましょう」 1 名 

令和 4 年 

12 月 16 日 
「CRAFT：家族自身の生活をより良くするために」 1 名 

令和 5 年 

1 月 20 日 
「CRAFT：治療を勧めてみましょう」 1 名 

主 催：いわき市保健所 

講 師：いわき方部センター方部課長、専門員、アルコール・プロジェクトメンバー 

  

55）） 福福島島県県相相双双保保健健福福祉祉事事務務所所アアルルココーールル家家族族教教室室講講師師及及びび教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：ふくしま心のケアセンター ふたば出張所 

対 象：アルコールの関連問題を抱えているご家族 

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

7 月 26 日 
「アルコール依存症とは」 3 名 

令和 4 年 

9 月 28 日 

講話「家族の対応について」 

講師 寿泉堂松南病院 下山裕子先生 臨床心理士 

家族相談・交流 

1 名 

令和 4 年 

11 月 22 日 
「CRAFT：状況をはっきりさせる、安全第一」 2 名 

令和 5 年 

1 月 24 日 
「CRAFT：コミュニケーションを変える」 2 名 

主 催：相双保健福祉事務所 

教室運営サポート、講師：ふたば出張所主任専門員、アルコール・プロジェクトメン

バー 
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66）） 福福島島県県相相双双保保健健福福祉祉事事務務所所アアルルココーールル家家族族教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：福島県環境放射線センター大会議室 

対 象：アルコールの関連問題を抱えているご家族 

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

5 月 24 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
5 名 

令和 4 年 

7 月 19 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
7 名 

令和 4 年 

9 月 28 日 

講話「家族の対応について」 

講師 寿泉堂松南病院 下山裕子先生 臨床心理士 

家族相談・交流 

7 名 

令和 4 年 

11 月 15 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
4 名 

令和 5 年 

1 月 17 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
4 名 

令和 5 年 

3 月 14 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
5 名 

主 催：相双保健福祉事務所 

運営支援：相馬方部センター専門員、アルコール・プロジェクトメンバー 

 

77）） 相相馬馬ううぐぐいいすす断断酒酒会会運運営営ササポポーートト 

場 所：相馬方部センター2 階 

対 象：断酒会に関心のある方 

参加回数：20 回 

参加者数：44 名 

主 催：相馬うぐいす断酒会 

協 力：相馬方部センター 

 

44.. 普普及及啓啓発発活活動動  

 

11）） 福福島島県県断断酒酒ししゃゃくくななげげ会会  郡郡山山駅駅前前街街頭頭キキャャンンペペーーンン協協力力  

日 時：令和 4 年 11 月 13 日（日）9：30～11：00 

場 所：JR 郡山駅 西口駅前広場 

対 象：通行人 

内 容：啓発用チラシ・ポケットティッシュ等の配布 

協 力：県中・県南方部センター 

 

 

  

  

 
 

22）） 復復興興ななみみええ町町十十日日市市祭祭ににおおけけるるリリーーフフレレッットト配配布布  

日 時：令和 4 年 11 月 19 日（土）10：00～15：00 

令和 4 年 11 月 20 日（日）10：00～15：00（2 日間） 

場 所：浪江町地域スポーツセンター 秋桜アリーナ（体育館） 

対 象：復興なみえ町十日市祭来場者 

内 容：啓発用リーフレットの配布 

協 力：相馬方部センター 

 

33）） 福福島島県県相相双双保保健健福福祉祉事事務務所所自自殺殺予予防防街街頭頭キキャャンンペペーーンンのの協協力力  

日 時：令和 5 年 2 月 24 日（金）7：00～8：20 

場 所：JR 小高駅前 

対 象：通学中の高校生 

内 容：啓発用リーフレットの配布 

協 力：相馬方部センター 

 

55.. 集集団団活活動動  

  

11）） 男男性性ののつつどどいい  

対 象：アルコール関連問題や震災の影響によって就労や生活に困難があり社会的に

孤立している男性 

主 催：相馬方部センター 

 

①① 浪浪江江町町会会場場  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

4 月 28 日 
たこ焼き 8 名 

令和 4 年 

6 月 23 日 
手打ちうどん 7 名 

令和 4 年 

8 月 25 日 
大蛇巻 7 名 

令和 4 年 

10 月 27 日 
芋煮会 7 名 

令和 4 年 

12 月 22 日 
クリスマスケーキ サンドイッチ 4 名 

令和 5 年 

2 月 22 日 
たこ焼き 4 名 
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活動資料
アルコール・プロジェクト

 
 

66）） 福福島島県県相相双双保保健健福福祉祉事事務務所所アアルルココーールル家家族族教教室室運運営営ササポポーートト  

場 所：福島県環境放射線センター大会議室 

対 象：アルコールの関連問題を抱えているご家族 

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

5 月 24 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
5 名 

令和 4 年 

7 月 19 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
7 名 

令和 4 年 

9 月 28 日 

講話「家族の対応について」 

講師 寿泉堂松南病院 下山裕子先生 臨床心理士 

家族相談・交流 

7 名 

令和 4 年 

11 月 15 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
4 名 

令和 5 年 

1 月 17 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
4 名 

令和 5 年 

3 月 14 日 

CRAFT 学習 

家族相談・交流 
5 名 

主 催：相双保健福祉事務所 

運営支援：相馬方部センター専門員、アルコール・プロジェクトメンバー 

 

77）） 相相馬馬ううぐぐいいすす断断酒酒会会運運営営ササポポーートト 

場 所：相馬方部センター2 階 

対 象：断酒会に関心のある方 

参加回数：20 回 

参加者数：44 名 

主 催：相馬うぐいす断酒会 

協 力：相馬方部センター 

 

44.. 普普及及啓啓発発活活動動  

 

11）） 福福島島県県断断酒酒ししゃゃくくななげげ会会  郡郡山山駅駅前前街街頭頭キキャャンンペペーーンン協協力力  

日 時：令和 4 年 11 月 13 日（日）9：30～11：00 

場 所：JR 郡山駅 西口駅前広場 

対 象：通行人 

内 容：啓発用チラシ・ポケットティッシュ等の配布 

協 力：県中・県南方部センター 

 

 

  

  

 
 

22）） 復復興興ななみみええ町町十十日日市市祭祭ににおおけけるるリリーーフフレレッットト配配布布  

日 時：令和 4 年 11 月 19 日（土）10：00～15：00 

令和 4 年 11 月 20 日（日）10：00～15：00（2 日間） 

場 所：浪江町地域スポーツセンター 秋桜アリーナ（体育館） 

対 象：復興なみえ町十日市祭来場者 

内 容：啓発用リーフレットの配布 

協 力：相馬方部センター 

 

33）） 福福島島県県相相双双保保健健福福祉祉事事務務所所自自殺殺予予防防街街頭頭キキャャンンペペーーンンのの協協力力  

日 時：令和 5 年 2 月 24 日（金）7：00～8：20 

場 所：JR 小高駅前 

対 象：通学中の高校生 

内 容：啓発用リーフレットの配布 

協 力：相馬方部センター 

 

55.. 集集団団活活動動  

  

11）） 男男性性ののつつどどいい  

対 象：アルコール関連問題や震災の影響によって就労や生活に困難があり社会的に

孤立している男性 

主 催：相馬方部センター 

 

①① 浪浪江江町町会会場場  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

4 月 28 日 
たこ焼き 8 名 

令和 4 年 

6 月 23 日 
手打ちうどん 7 名 

令和 4 年 

8 月 25 日 
大蛇巻 7 名 

令和 4 年 

10 月 27 日 
芋煮会 7 名 

令和 4 年 

12 月 22 日 
クリスマスケーキ サンドイッチ 4 名 

令和 5 年 

2 月 22 日 
たこ焼き 4 名 
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②② 飯飯舘舘村村会会場場  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

11 月 24 日 
芋煮会 6 名 

令和 5 年 

3 月 23 日 
たこ焼き/焼きそば 6 名 

  

③③ 南南相相馬馬市市会会場場  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

4 月 13 日 
花見、ピクニック、弁当つくり 2 名 

令和 4 年 

5 月 11 日 
冷やし中華、担々そうめん 4 名 

令和 4 年 

6 月 8 日 
手打ちうどん 5 名 

令和 4 年 

7 月 13 日 
手作りピザ 6 名 

令和 4 年 

8 月 10 日 
大蛇巻 8 名 

令和 4 年 

9 月 7 日 
カレー 5 名 

令和 4 年 

10 月 5 日 
芋煮会 6 名 

令和 4 年 

11 月 16 日 
七輪焼き 7 名 

令和 4 年 

12 月 14 日 
餃子、チャーハン 5 名 

令和 5 年 

1 月 18 日 
餅つき、雑煮 6 名 

令和 5 年 

2 月 15 日 
たこ焼き 5 名 

令和 5 年 

3 月 14 日 
手打ちうどん 4 名 

 

66.. ふふくくししまま心心ののケケアアセセンンタターー内内人人材材育育成成・・勉勉強強会会  

 

①① CCRRAAFFTT 勉勉強強会会 22 回回  

②② アアルルココーールル家家族族教教室室のの運運営営ポポイインントトににつついいてて  

③③ 事事例例検検討討会会 11 回回  

  

 
 

77.. そそのの他他  

 

11）） 福福島島県県精精神神保保健健福福祉祉セセンンタターー主主催催令令和和 44 年年度度アアデディィククシショョンン関関連連問問題題にに携携わわるるススタタッッフフ

ののたためめののミミーーテティィンンググへへのの参参加加  

日 時：令和 4 年 6 月 17 日（金）13：30～15：45 

場 所：オンライン（Zoom ミーティング） 

対 象：アディクション関連問題に携わるスタッフ等 

参加者：34 名（ふくしま心のケアセンター職員含む） 

内 容：事例検討 

「ネット・ゲーム依存」「ギャンブル依存」の事例紹介 

グループワーク～支援方法の検討 

 

22）） 22002222 年年度度アアルルココーールル・・薬薬物物依依存存関関連連学学会会合合同同学学術術総総会会ににシシンンポポジジスストトととししてて参参加加  

場 所：仙台国際センター（仙台市青葉区青葉山無番地） 

会 期：令和 4 年 9 月 8 日（木）～令和 4 年 9 月 10 日（土） 

参加シンポジウム（令和 4 年 9 月 8 日（木）） 

シンポジウム 2 「被災者と飲酒問題：復興とコロナ禍におけるケアと支援を考える」 

テーマ：ふくしま心のケアセンターにおけるアルコール家族教室の取り組みについて 

（別紙資料 1、2） 

 

33）） 地地域域ににおおけけるるアアルルココーールル関関連連問問題題ににおおけけるる医医療療機機関関ととのの連連携携のの話話しし合合いい  

日 時：令和 4 年 6 月 30 日（木） 

場 所：しんどうクリニック 

内 容：相馬郡医師会に協力を依頼し、相馬方部センターをアルコール関連問題に関

する相談窓口として認識してもらうことを目的に相馬郡医師会会長と話し合

いを実施。 

 

44）） 当当事事者者同同行行にによよるる講講義義等等  

日 時：令和 4 年 10 月 13 日（木）10：30～12：00 

場 所：公立大学法人 宮城大学 大和キャンパス 

対 象：公立大学法人 宮城大学 看護学群学生 

参加者：46 名 

内 容：「災害看護支援論」講義 

主 催：公立大学法人 宮城大学 

協 力：相馬方部センター 

 

55）） 日日本本電電波波ニニュューースス社社記記録録映映画画取取材材撮撮影影協協力力  

日本電波ニュース社が令和 5 年の公開に向けて、相馬方部センターが行っている心の

ケア活動をテーマにした映画を企画し協力している。震災によって傷つき回復した住民

やアルコール依存症から回復した当事者への関わりなどを継続して撮影している。 
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活動資料
アルコール・プロジェクト

 
 

②② 飯飯舘舘村村会会場場  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

11 月 24 日 
芋煮会 6 名 

令和 5 年 

3 月 23 日 
たこ焼き/焼きそば 6 名 

  

③③ 南南相相馬馬市市会会場場  

日程 内容 参加者数 

令和 4 年 

4 月 13 日 
花見、ピクニック、弁当つくり 2 名 

令和 4 年 

5 月 11 日 
冷やし中華、担々そうめん 4 名 

令和 4 年 

6 月 8 日 
手打ちうどん 5 名 

令和 4 年 

7 月 13 日 
手作りピザ 6 名 

令和 4 年 

8 月 10 日 
大蛇巻 8 名 

令和 4 年 

9 月 7 日 
カレー 5 名 

令和 4 年 

10 月 5 日 
芋煮会 6 名 

令和 4 年 

11 月 16 日 
七輪焼き 7 名 

令和 4 年 

12 月 14 日 
餃子、チャーハン 5 名 

令和 5 年 

1 月 18 日 
餅つき、雑煮 6 名 

令和 5 年 

2 月 15 日 
たこ焼き 5 名 

令和 5 年 

3 月 14 日 
手打ちうどん 4 名 

 

66.. ふふくくししまま心心ののケケアアセセンンタターー内内人人材材育育成成・・勉勉強強会会  

 

①① CCRRAAFFTT 勉勉強強会会 22 回回  

②② アアルルココーールル家家族族教教室室のの運運営営ポポイインントトににつついいてて  

③③ 事事例例検検討討会会 11 回回  

  

 
 

77.. そそのの他他  

 

11）） 福福島島県県精精神神保保健健福福祉祉セセンンタターー主主催催令令和和 44 年年度度アアデディィククシショョンン関関連連問問題題にに携携わわるるススタタッッフフ

ののたためめののミミーーテティィンンググへへのの参参加加  

日 時：令和 4 年 6 月 17 日（金）13：30～15：45 

場 所：オンライン（Zoom ミーティング） 

対 象：アディクション関連問題に携わるスタッフ等 

参加者：34 名（ふくしま心のケアセンター職員含む） 

内 容：事例検討 

「ネット・ゲーム依存」「ギャンブル依存」の事例紹介 

グループワーク～支援方法の検討 

 

22）） 22002222 年年度度アアルルココーールル・・薬薬物物依依存存関関連連学学会会合合同同学学術術総総会会ににシシンンポポジジスストトととししてて参参加加  

場 所：仙台国際センター（仙台市青葉区青葉山無番地） 

会 期：令和 4 年 9 月 8 日（木）～令和 4 年 9 月 10 日（土） 

参加シンポジウム（令和 4 年 9 月 8 日（木）） 

シンポジウム 2 「被災者と飲酒問題：復興とコロナ禍におけるケアと支援を考える」 

テーマ：ふくしま心のケアセンターにおけるアルコール家族教室の取り組みについて 

（別紙資料 1、2） 

 

33）） 地地域域ににおおけけるるアアルルココーールル関関連連問問題題ににおおけけるる医医療療機機関関ととのの連連携携のの話話しし合合いい  

日 時：令和 4 年 6 月 30 日（木） 

場 所：しんどうクリニック 

内 容：相馬郡医師会に協力を依頼し、相馬方部センターをアルコール関連問題に関

する相談窓口として認識してもらうことを目的に相馬郡医師会会長と話し合

いを実施。 

 

44）） 当当事事者者同同行行にによよるる講講義義等等  

日 時：令和 4 年 10 月 13 日（木）10：30～12：00 

場 所：公立大学法人 宮城大学 大和キャンパス 

対 象：公立大学法人 宮城大学 看護学群学生 

参加者：46 名 

内 容：「災害看護支援論」講義 

主 催：公立大学法人 宮城大学 

協 力：相馬方部センター 

 

55）） 日日本本電電波波ニニュューースス社社記記録録映映画画取取材材撮撮影影協協力力  

日本電波ニュース社が令和 5 年の公開に向けて、相馬方部センターが行っている心の

ケア活動をテーマにした映画を企画し協力している。震災によって傷つき回復した住民

やアルコール依存症から回復した当事者への関わりなどを継続して撮影している。 
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88.. 課課題題とと展展望望  

本アルコール・プロジェクトが始まって、本年で 7 年目を迎える。自殺対策として始まっ

た本プロジェクトであるが、少しずつ実績をあげることに成功し、福島県立医科大学・放射

線医学県民健康管理センターが毎年行っている県民健康調査結果を見ても、アルコールに関

する問題飲酒ハイリスク割合は確実に減少している。その一方で、コロナ禍が始まって以降、

閉塞的な状況の中でいくつかの自殺研究では気になるデータも見られる。とりわけ女性や若

年者の自殺傾向は気になるところで、このアルコール・プロジェクトの活動もまたその予防

に一役買うことができるのではないかと期待する。  

さて、幸いなことにコロナ禍は収束しつつある。それに伴い、本報告書に見られるように

様々な活動もまた順次再開されている。今後もまた活発な啓発的活動を行うとともに、市町

村と協力しつつ節酒アプローチを広め、被災者や県民の健康に資する活動を継続していきた

い。  

（文責：前田正治） 
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資料１

活動資料
アルコール・プロジェクト

 
 

88.. 課課題題とと展展望望  

本アルコール・プロジェクトが始まって、本年で 7 年目を迎える。自殺対策として始まっ

た本プロジェクトであるが、少しずつ実績をあげることに成功し、福島県立医科大学・放射

線医学県民健康管理センターが毎年行っている県民健康調査結果を見ても、アルコールに関

する問題飲酒ハイリスク割合は確実に減少している。その一方で、コロナ禍が始まって以降、

閉塞的な状況の中でいくつかの自殺研究では気になるデータも見られる。とりわけ女性や若

年者の自殺傾向は気になるところで、このアルコール・プロジェクトの活動もまたその予防

に一役買うことができるのではないかと期待する。  

さて、幸いなことにコロナ禍は収束しつつある。それに伴い、本報告書に見られるように

様々な活動もまた順次再開されている。今後もまた活発な啓発的活動を行うとともに、市町

村と協力しつつ節酒アプローチを広め、被災者や県民の健康に資する活動を継続していきた

い。  

（文責：前田正治） 
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活動資料
アルコール・プロジェクト
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資料２

活動資料
アルコール・プロジェクト
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活動資料
アルコール・プロジェクト
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　委員長　渡辺　　厚
副委員長　尾形　淳一
　　委員　石川　秀司
　　委員　落合　美香
　　委員　仲沼　安夫
　　委員　宮崎　弘美
　　委員　畠山美保子
　　委員　近嵐　舞美
　　委員　佐藤　千景
　　委員　大谷　　廉 
　　委員　吉田　幸子
　　委員　東條　仁美
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2022（令和4）年度

第11号
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　　　　　ふくしま心のケアセンター
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　　　　　〒960-8012　福島市御山町8－30　県保健衛生合同庁舎５階
　　　　　TEL（024）535－8639　FAX（024）534－9917

　　　　　被災者相談ダイヤル（ふくここライン）　0120－783－295
　　　　　https://kokoro-fukushima.org/

印 刷 所：株式会社　日進堂印刷所

※表紙は、ふくしま心のケアセンターのロゴマークです
0120－783－295

な　や　み　　　ふ　く　ここ

（月～金 9：00～12：00／13：00～17：00）
土日祝、年末年始を除く

【編集後記】

令和 6年 1月 1日に発生した能登半島地震により犠牲になられた方々に深く
哀悼の意を表するとともに被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
また、被災者支援、復興に向けてご尽力されている方々に深く敬意を表し、

皆様の安全と被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

月日が経つのは早いもので、ふくしま心のケアセンターの活動も開設から今
年で12年目に入りました。
この間、避難指示区域における避難指示の解除や避難されている方々の帰還

の状況なども踏まえ、迅速かつ機動的な活動が行えるよう組織体制の見直しを
図るなど対応してまいりましたが、一方で、現在も多くの方が避難生活を余儀
なくされております。
当センターといたしましては、引き続き、復興の状況や避難されている方々

の帰還の動向などを見据えながら、被災者の皆様に寄り添った心のケア活動を
行うとともに、その成果を当該記録誌を通して皆様にお伝えしていきたいと考
えておりますのでご高覧いただければ幸甚に存じます。

活動記録誌編集委員会事務局　石川秀司
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